
⼀般社団法⼈ 埼⽟県作業療法⼠会倫理問題の処理に関する規程 
 

2025 年 8 ⽉ 15 ⽇ 
 
（⽬的） 
第 1 条 本規程は、⼀般社団法⼈埼⽟県作業療法⼠会（以下、本会）倫理委員会規程第 2 条
第 1 項（4）の規程に基づき、会員の関与する倫理問題に対して⾏う処理に必要な事項を定
めることを⽬的とする。  
 
（定義） 
第 2 条 本規程において「倫理問題」とは、次の各号を原因として⽣じ、本会が把握すると
ころとなった事案をいう。  
（1）会員の処分の種類に関する規程第 3 条（1）、（2）、（4）に該当する⾏為  
（2）会員が受けた不正・不利益・不快感等を伴う⾏為  
（3）会員が第三者として知り得た不正・不利益・不快感等を伴う⾏為  
 
（倫理委員会）  

第３条 本会は、次の各号に定める倫理問題の処理に関する業務を倫理委員会に⾏わせる。  
（1）倫理問題の集約と整理  
（2）個別の倫理問題に対する調査  
（3）個別の倫理問題に対する処理⽅針の決定  
（4）理事会の決定を要しない倫理問題への対応  
（5）理事会の決定を要する倫理問題の会⻑への上申  

 
（処理の決定）  
第 4 条 倫理委員会から上申された倫理審査結果は、会⻑が理事会に諮り、理事会がその処
理を決定する。  

2 会員に対して処分を⾏う場合、その種類と内容については、会員の処分の種類に関す
る規程に定める。  

3 理事会が会員の処分を決定した場合、その処分と種類と理由は当該会員に速やかに通
知され、不服申請の機会が与えられなければならない。  

4 会員の倫理問題事案で、処分には⾄らない場合であっても、再発防⽌等の⽬的から⼝
頭注意等の処理が必要であると認めたときは、その処理⽅法を会⻑に上申できるもの
とする。  

 
 



（不服申請の⼿続き） 
第５条 処分の対象となった会員が、処分の内容に不服がある場合、通知があった翌⽇から
起算して 30 ⽇以内に、書⾯で会⻑に提出するものとする。  

2 不服申請が提出された場合、会⻑は不服申請調査委員会を速やかに設置し、再調査を
⾏わなければならない。 

3 会⻑は再調査の結果をもって再度理事会に諮り、理事会は処分を最終決定する。この
決定を覆すことはできない。  

 
（処理の執⾏）  
第６条 理事会で決定された処理の執⾏は、会⻑がこれを⾏う。 

 2 理事会が会員の処分を決定した場合、会⻑はその内容を明記した⽂書を作成し、当該
会員に通知するとともに、可及的速やかに執⾏するものとする。  

 
（処理の通知）  
第 7 条 理事会で決定された処理の結果と内容については、会⻑が倫理委員会と当該事案の
関係者に通知する。  

2 理事会で決定された会員の処分の結果と内容、当該会員名について、OT 協会に通知
する。 

 
（改廃）  
第 8 条 本規程の改廃は、理事会の決議を経て⾏う。  
 
 
 
附則 1．本規程は、2025 年 8 ⽉ 15 ⽇より施⾏する。  


